



















































































































































































































































































































































































































































































































+ ~ ~ ~
~~ 
~ 
~ 
~ 
~: 
- 332 -
雲岡の石窟
《2》唐代以後の雲岡石窟
　北魏の滅亡後，平城は相前後して，東魏と北斉に所属した。北斉は，恒州
を廃して恒安鎮と改めた。唐初の貞観14年（A　D640年），〈唐朝ハ＞雲中郡
を置いて．恒安鎮を治めた。〈ソノ頃カラ〉雲岡の石窟は，個個別別に工事が
再開された。〈コノ辺ノ事情ハ〉，《金碑二》に〈次ノヨウニ＞記されている：
　　“唐貞観15年（A　D641年〉，守臣重建す。”
　当時，假禅師という人がいて，“毎に恒安に在りて，孝文石窟の故像を修
理’したという（《古清涼伝》）。第3窟後室の三尊大像は，初唐の頃，北
魏がまだ竣工していなかった後室の塔身南面西側に，開馨された可能生が強
い。《金碑》に記す所の唐初以来あった〈トサレル＞霊岩寺は，恐らくはここ
にあったのであろう。
　唐代〈二於ケル〉雲岡の状況に就いて，《広弘明集》はこのように記してい
る：
　　“今時，見る者は伝へて云ふ。谷深きこと三十里，東を僧寺と為す。名
　付けて霊岩と日ふ。頭を西すれば尼寺なり。各各石を盤して籠と為し，
　千人を容む。…・石崖の中は七里，極めて高竣なり。仏寵相連なり，余
　処，時に断続するあり。仏像の数量は，敦れか其の計を測らん。”
　この外に，《文苑英華》にも，宋呈の《石窟寺に題す。即ち魏の孝文の置く
所なり。》という五言詩一首を収録する。〈スナワチ言ウ〉：
　　“梵宇，金地に開かれ，香寵，鉄囲を墾す。影中に群像動き，空裏に衆
　　　　　　　　　　　　あきらか　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かすか　霊飛ぶ。権騙は，朱を篭めて旭なり。房廊は，翠を錬じて微なり。瑞蓮
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まね　　は，仏の歩を生じ，宝樹は，天〈女＞の衣を掛く。福功を遂きて在りた
　　　　　　　　　　　　　　　　な　　りと難も，王代を興すこと久しければ非し。誰か知る，雲朔の外，更に
　化胡の帰を賭るを。”
　宋呈は楊国忠の党であって，官職は中書舎人，至徳元年（A　D756年〉，賊
兵によって殺された。彼が雲岡を訪れたのは，天宝末年以前のことであろう。
　《金碑》は〈次ノヨウニ＞記す：
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　　“遼の重煕18年（A　D1049年〉，母后再修す。・…・清寧6年（A　D1059
　年），また劉転運に委ねて監修せしむ。”
　〈コレハ＞遼の興宗・道宗の時に，遼廷がかつて雲岡に於て，延べ10年余
りにわたる工事をとり行ったことを説明したものであろう。この時の工事の
主な内容は，“西京の大石窟寺…凡そ十名あり。一は通楽，二は霊岩，三は
鯨崇，四は鎮国，五は護国，六は天宮，七は崇福，八は童子，九は華厳，十
は兜率なり。”とあるように，く10座ノ〉大寺院の建立にあったというべきで
あろう。この10座の大寺院は，おおむね石窟を背にして前方は木造という寺
構えであった。現在，雲岡の崖面上部に残存する大量の大小の梁孔及び橡眼
は，それらの遺跡であったと思われる。
　この外，第13窟南壁下部の仏寵座上に，遼の時，“大小一千八百七十六尊
を修”したという仏像の銘記を，かつて発見したことがある。〈スナワチ，コ
ノ事カラ＞当時，仏像に対する修復がなされたと分かるのである。第11窟の
西壁にある七立仏の中，最後の両尊（抗日戦争の時期に既に破壊された），
中心の方柱南面にある脇侍菩薩，及び第35窟東壁の釈迦塑像と網目紋状の緑
青色背光は，すべて遼代の遺物と考えられる。遼末，保大2年（AD1122年），
金兵は大同を攻略した。天酢帝は中都南から天徳軍に逃れる途中，雲岡を通
過したが，金兵の追撃を受けて，上述の10箇寺は破壊されてしまった。記録
にいう1“寺，焚劫に遭ふ。霊岩の棟宇，地を掃って遺なし。”と。
　金の皇統初年，稟慧和尚の指揮で，“霊岩・大閣・九檀”及び多くの付属建
築物が，重修された。この工事は“皇統3年（A　D1143年）2月に起工して，
皇統6年（A　D1146年）7月に落成，約銭2000万を費”やしだという。
　明代以前の雲岡石窟に関する記録は，すべて武州山石窟寺と称した。雲岡
とは，〈元来〉武州塞の最高峰を指す〈名称デアッテ＞，雲岡〈トイウ＞名称
が最も早く現われるのは，明代である。現存する明・嘉靖43年（AD1564年）
の《重修雲岡墜記》に，く次ノヨウニ＞言う：
　　“古者，石仏寺は西に通ずる四衛道なりき。嘉靖□□7年，内を右衛餉
　　道と為して，雲岡墾と改□たり。”
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　くコノ記録カラ〉雲岡墾を設置したのは，嘉靖27年あるいは37年，すなわ
ちADl548年あるいはAD1558年と分かる。これは現在知り得る限りでは，
雲岡という名称が現われた最古の記録である。金代に修復した霊岩大閣は，
《永楽大典》所引《析津志》に依れば，元末にはまだあったという。明代に
なって，大同の雲岡一帯は，再度荒廃に帰したが，寺院は明末に荒れたまま
になっていたのを承けて，重修された。崇禎17年（AD1644年）2月，李自
成に率られた農民義勇軍は，大挙，大同に進駐した。3月，〈李自成ハ＞，部
将・張天琳に命じて，雲岡を守らせた。明末，農民による造反の嵐は，反動
的統治者階級を打倒すべく，吹き荒れていた。しかし〈崇禎17年〉5月，当
地の武装した地主階級は，清兵と結託して，雲岡で血腱い屠殺を行った。〈カ
クテ＞，雲岡の寺院は，またもや灰燈に帰してしまったのである。
　清初・順治8年（A　D1651年〉，雲岡の寺院すなわち現存する第5・6窟の
木構窟権一石仏古寺が，重修された。道光年問の《大同県志》の記載する
所に振れば，康煕35年（A　Dl696年），く康煕帝ハ〉，“親しく厄魯特葛爾丹を
征して，冬12月，塞外より回攣（訳注：還幸）し，12日，車して大同に駕幸”
したという。現存する雲岡第5窟内の康煕37年（A　D1698年）《重修雲岡寺
記》にも，康煕〈帝＞が北征中に“雲岡寺を巡幸”したこと，及び“匿額に
御書”した様子が，記載されている。雲岡に現存する石碑の中には，当時の
階級的搾取状況を記録したものもある。〈例エバ〉，僅かに乾隆年問だけでも，
雲岡寺院は1600畝余りの土地を擁していたという（乾隆34年〔A　D1769年〕
《重修雲岡石仏寺碑》）。この頃の雲岡石窟は，既に〈人民ノ〉血を吸いとる
寄生地主の荘園になっていたのである。
　三〔
　雲岡石窟の全離刻は，すべて封建統治者〈階級＞の反動的政治意図に準拠
して離盤されたものであり，また宗教上の迷信を宣揚することによって，〈実
質的ニハ＞地主階級の専制維持に貢献するものであった。この地の一石一木
　　　　　　　　　　　　　一335一
平木真快
には，労働者人民の血と汗が浸み透っているし，また彼等の辛酸が凝集して
いる。〈コレラハ〉，統治者階級の罪悪に対する血涙の訴えなのである。
　北魏の封建統治者が，この石窟を関墾するために消耗した人力及び物力は，
〈アマリ膨大スギテ＞既に計測し難い。南朝の無神論者・萢績は，仏教を批
判した時に，“財を蜴して，以って僧に赴き，産を破って，以って仏に趨く。
粟は堕游に窮して，貨は泥木に殆し。”（《神滅論》〉と言ったが，事実，ま
さにこのとおりであった。《大唐内典録》は，唐代に存した北魏の石碑の記載
を転引して，“魏国より統ぶる所の賞賦は井べて石寵と成る。”と言っている
が，雲岡石窟の造営は，当時，全国の財力が消耗されたのであった。第9・
10窟のこの1組の双窟は，雲岡に在っては，決して最大の石窟ではないので
あるが，＜工事ハ＞，5年の歳月を要してようやく完成した程であった。雲岡
の石窟中，巨大な規模を有する主窟は，30年余りの歳月をかけて完成された
ものである。洛陽遷都後，北魏朝は雲岡石窟にならって，洛南の伊閾山に，
石窟を3箇所開墾した。それには．24年の歳月と八十万二千三百六十六人の
石工が投入された。〈ソレデモ＞，この3箇所の石窟の規模は雲岡に及ばない。
そしてまた，北魏期に全部完成したわけではない。このことから想像できる
のであるが，雲岡石窟に要した費用がいかに彪大であったかは，皆目見当が
つかない。北魏の石工達は，極めて劣悪な労働条件の下に，重たい錘を振り
上げて，厳寒酷暑を冒して，何年も何年も，統治者階級のために利用される
石窟を造営していったのである。数多くの人人が，このために傷付き死んで
いった。今日，当時の“万戸侯”は，既に糞土と化している。今に至るまで，
保存されてきた雲岡の全離刻は，すなわち当時の労働者人民が，苦難に遭遇
した〈事ヲ示ス＞歴史的証拠〈物件＞である。
　北魏の石工達は，主に戦争を通して，〈無理矢理二＞連れて来られた人人で
ある。AD417年，後秦を滅ぼした後，長安の石工達2千戸を強制的に平城
へ移住させた。A　D439年，北涼を滅ぼした後は，3万戸の俘虜を言葉巧み
に平城へ強制移転させた。中山等の地を平定した後は，諸技術を有する人人
10万戸を平城へ強制移住させた。これら戦争俘虜になった石工達は，平城に
　　　　　　　　　　　　　一336一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雲岡の石窟
到着した後，一部の人が将帥の地位を下賜された以外は，大部分の人人は国
家の管轄下に置かれて，“雑戸”と称された。北魏の法律では，一般人が石工
を私有することを禁じている。彼等〈石工達＞は，永遠に国家のために奴役
しなければならなかった。技術を子子孫孫に至るまで伝えて労働する以外は，
他の職業に就くことが許されなかった。彼等の身分は低く賎しかったので，
平民とは結婚できなかった。〈スナワチ彼等ハ〉，奴隷と平民の中間に位置す
る半自由民であったのである。このため，北魏の統治者階級は，彼等に対し
て，一般平民と比べれば更に残酷な搾取と奴役を課すことができた。雲岡の
石窟を開墾するに当たって貴族や長老達は，一錘一墾たりとも触れたことは
なかった。無数の名もなき石工達が，当時の社会条件の下で，我が国古代の
離刻芸術中に育まれた優秀な伝統を継承したのである。く彼等ハ〉外来芸術の
技巧中に潜む粋を吸収し更に融合させて，この宏大かつ精美なる離刻品を創
造したのである。〈マタ＞，雛刻芸術の技巧方面において，く彼等ハ〉我我に許
多の優れた手本を残してくれた。これらの偉大にして且つ精巧なる芸術作品
中に，〈我我ハ〉，中国古代労働者人民が，芸術的技巧方面において発揮した
高度の智慧と創造的才能を見出すことができる。
　同時に，雲岡石窟は我が国古代に於ける各民族労働者人民の偉大なる創造
物でもあり，また各民族人民が物質・文化・生活等の各方面において，交流
し合った生生しい反映であったといえよう。統一〈コソ〉は，我が国の歴史
を発展させていった主流である。各民族労働者人民は，我が国の経済・文化
の発展に対して，かつて重要なる貢献を果たした。平城は当時北方中国の政
治・宗教・文化の中心として，各地各民族の優秀な雛刻師を集めては，相互
に各自の長所を吸収し合い融合させて，新しい風格・特色をもった石刻芸術
を創造し，あわせて石刻芸術の発展を促進させたのである。また〈雲岡石窟
ハ〉，後の階唐石刻芸術に対して，確かな基礎を固めたともいえよう。
　我が国の雛刻と石刻芸術は，秦漢以来，既にかなり高度な水準に到達して
いた。くソノ様子ニハ〉，どっしりと構えた雄大な中国民族の風格が，既に認
められるのである。北魏の離刻芸術は，秦漢の離刻芸術の延長線上にあって，
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更にそれを発展させたものである。雲岡の雛刻は，〈1ツニハ〉才能に恵まれ
た北魏の優秀な石刻芸術家の存在，〈2ツニハ＞永い歳月をかけて芸術を実践
的に具体化してきた豊富な経験，〈3ツニハ〉外来の芸術を主体的に吸収して
きた創造的経験，これらの諸因を中国の離刻芸術中に融合させることによっ
て得られた所の溌刺とした具体的あらわれである。離刻の技巧に就いて言え
ば，雲岡の雛刻で初期のものは，漢画・象石の伝統的技法をそのまま継承し
ており，ふっくらとして大きい離像物の身体上に陰線を使って衣紋を雛刻し
たものが，よく見受けられる。また，多くの大型仏像は，漢代の方法すなわ
ち大面積を利用して完全に整った統一効果を保持しようとした手法を継承し
たため，人人に鮮明かつ雄大な印象を与えずにはおかない。細部の表現につ
いて言うならば，第18窟の大仏の手の如きは，柔かさの中に剛が感じられて，
筋肉の感じがよく表されている。要するに，石窟全体の構造から各種の形態
及び其の細部にわたる雛刻に至るまでの芸術的水準は，どれもこれも大変高
い。これは北魏が仏教を復興した後，短時日の内に突然出現し得たものでは
決してなく，排仏以前に既にあった〈旧来ノ＞中国離刻の基礎の上に，受け
継がれたものであったのである。第2期の離像物に見られる福よかな面相・
褒衣博帯式の服装・直平階段式の刀法・中国の伝統をふまえた建築形式等，
これらの中には，既に〈以前二比ベレバ〉漢民族の特質がより濃厚に表現さ
れている。極めて多くの小さい離像には高浮き離りの手法が使用されており，
また，離像物を配置する際のいろいろな角度あるいは衣服の襲の重なり具合
等，熟練の程度は極めて高い。離像物の衣の髪・身光及び背景の動植物の様
子は，装飾的技法を巧みに運用したものであって，くコレガタメ，ソレラハ＞
離像物の顔の表現を更に一層引き立たせた。この時期〈二作ラレタ〉各種の
離像を見ると，より高い水準に到達したことが了解される。〈例エバ＞，一部
の動植物の形や装飾的ふちどりをした雛刻に至っては，後代に見られる“別
地起突”（訳注：素材をえぐり取って突起させる技法）あるいは“圧地隠起”
（訳注：素材を圧縮させた感じを出すために隠に突起させる技法）に近似し
たある種の手法が，既に採用されているのである。第10窟の後室門楯上の須
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彌山の如きは，山腹に高く聾え立つ森林と各種の奔り廻る動物〈ノ図＞が見
られるが，これらは単に装飾的に優れているばかりではなくて，動と静の結
合〈ヲ狙ッタモノデアル＞という点で，技法上独自の境地に達したことが認
められるのである。第10窟から第12窟に至る門楯上に見られるふちどり雛刻，
及び対称的忍冬紋に浮離された石帯上に突突と高く浮き離りされた朱鳥・白
鹿・蓮華・化生童子等は，〈中国＞民族の風格を代表する新たな創造である。
各石窟に散見する建築・音楽・歌舞等の離刻も，我が国古代の建築・音楽等
の方面を研究する上で，形態的資料を提供するものである。第3期以後，雲
岡の離像芸術は，更に円熟されてきて，鮮明なる民族芸術の風格を備えるよ
うになった。第15窟西壁にある水藻・魚・鳥の浮離帯，鴎が群がって飛翔す
る姿や魚が淵に跳び上がっている場面は，迫真のでき映えである。第50窟の
“瞳倒楽神”の浮離は，北魏の“縁橦”を演じている様子であるが，〈コレ
ハ＞我が国の雑技史を研究する上で〈恰好ノ＞資料となろう。
　また，雲岡の石窟は，古代に於て中国が，一部のアジア諸国人民と友好裏
に往来し，文化交流を成し遂げた悠久なる歴史を反映している。ガンダーラ
の仏教芸術は，かつて直接中国に影響を及ぼしたが，〈就中〉雲岡初期の離像
物に対しては，〈特二其レガ〉大きかったといえる。これらの芸術上の特質
は，姿形が生き生きとしており，線が簡潔で衣紋が鮮明である点にある。雲
岡石窟の第1期の雛像物中には，仏像の服装が通肩かあるいは右祖であるこ
と・また突起した重厚な衣紋があること等の特徴が見られるのであるが，我
我はこれらの中に，ある種のガンダーラ芸術の形式と気分を見出すことがで
きる。ただし，それ以後になると，〈ソレラハ＞次第に中国の伝統芸術の中に
融合していった。
〔四〕
　雲岡の石窟は構造が比較的もろいジュラ紀の雲岡砂岩層中に開馨されたた
め，1500年余りに及ぶ風雨の侵蝕と地震によって，亀裂や風化がかなりひど
　　　　　　　　　　　　　一339一
平木真快
く，〈ソノタメ〉石窟はこれ迄に何度も崩壊した。また〈コレ以外ニテ〉，数
多くの人為的破壊が加えられた。〈スナワチ＞封建時代には，石窟寺院は幾度
も兵火に見舞われた。明清の総治者階級は，功徳を祈求しようとして勝手に
仏像に化粧した。〈ソノ結果＞，ある雛刻品などは，様子が全く変ってしまっ
た程である。近代に至って，雲岡の石窟は空前の大災禍に遭遇した。特に19
世紀末から20世紀初頭にかけて，帝国主義者は国内の反動派と相結託して，
窃盗・破壊を大いに恣にして，石窟の文物に重大な損害を与えた。我我の初
歩的統計調査によれば，解放前に雲岡の石窟で，盗まれたり壊されたりした
仏頭・仏像は，実に1400体余りに及ぶ。抗日戦争の期問中，一握りの帝国主
義者は“学術研究”をするという旗印の下に，資料を強奪する目的で，惜し
みなく石窟を破壊し，離像物を削り取ってしまった。第15窟の付属石窟内に
あった美しく整った北魏朝の三尊仏は，1934年に盗削されて，現在アメリカ
のニューヨーク市にある芸術博物館に陳列されている。解放直前，雲岡の石
窟は，既に雑草が叢生し，瓦礫があたり一面に散乱しているといった一片の
荒蓼たる有り様であった。
　新中国の成立以後，雲岡の石窟は人民の手中に戻った。プロレタリアート
独裁の社会主義制度は，1100年来人人を束縛してきた精神的樫桔を打ち破っ
たのである。そして〈ソレハ〉，この祖国の貴重な文化遺産に新しい姿を現出
させることとなった。
　党と政府は，終始一貫，文物保護工作を重視してきた。解放後まもなく，
専門的な保護機関すなわち雲岡石窟文物保管所が設立されて，系統的な緑化
工作及び環境整備・補修・保護・考古学上の発掘・文物の研究等の工作が進
められた。1σ55年，多年放置されていた第5・6窟の木構窟槍が新たに修
繕された。1959年から1961年にかけて，東部と西部窟群内の中小洞窟に対し
て，部分的に試験的な石窟固定化学処理が施された。無産階級文化大革命の
期間中，中央から地方に至る各党及び委員会は，こぞって雲岡石窟の文物を
保護することを大変重視した。広範囲にわたる工農兵の群衆は，党の文物保
護政策を真面目に貫徹すべく実行に移した。かくして石窟の文物は手厚い保
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護を得ることができたのである。すなわち1972年から始まった工作がそれで
ある。それは，計画的に高分子材料を使って，五華洞（第9から13窟）及び
曇曜五窟（第16から20窟）等の亀裂に対して，また風化現象が極端に進行し
ている危険な洞窟に対して，応急固定修理作業を施し，以って危険を除去し
文物の安全を確保するという工作を進めたのである。しかし，全面的かつ大
規模な修繕は，やはり1974年に開始されたものが第1号といえる。
　1973年9月，敬愛する周恩来総理が，フランスのポンピドー大統領に付き
添って雲岡の石窟芸術を参観した時，彼は離像の風化・落剥が甚しいのを見
て，“雲岡の石窟芸術を，我我は必ず八方手を尽くして保存しなければなら
ぬ”と言った。彼は10年の時問をかけて修繕するという当初の計画は，あま
りにも悠長すぎると考え，“3年以内に修理を完了しなければならない”と指
示した。周総理の指示は，党と政府の文物保護工作に対する関心と重視を，
十分に理解し且つ具体化したものである。すぐに国務院から予算が引き出さ
れて，国家文物事業管理局と地方の党及び政府当局の直接指導の下に，指導
者・労働者・技術員の三者結合の方法を採って，全洞窟に対して大規模な修
理が進められた。この工事は1974年に開始されて，1976年9月に予定どおり
順調に竣工した。
　毛主席の“古為今用”（訳注：古いものを現在のために用いる）という偉大
なる方針に従い，更に一歩を進めて雲岡石窟の歴史を研究するために，文物
考古研究者は，雲岡石窟に於て考古学上の発掘作業をたびたび進めた。
　雲岡石窟の考古学上の発掘作業は，主として以下に記す幾つかの方面より
進行された：
　〔窟前発掘作業〕：この作業は解放後すぐに開始されたもので，五華洞及び
曇曜五窟前地面の整理整頓も合わせて行われた。1954年，第20窟前地面に“
景明4年（A　D503年）4月6日，比丘尼曇媚造”なる残石銘が出土した。
これは“西頭尼寺”の具体的方角を確定する上で，新しい糸口を提供するも
のであった。比較的大規模な発掘作業は，1972年から1975年にかけて，五華
洞窟前で行われたものである。その時の考古学上の発掘作業では，重要な建
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築遺跡及び遺物が，陸続と発見された。〈例エバ〉第12窟の北魏朝石離瓦頂の
残跡，第9・10窟前の地面にあった北魏朝石刻花紋，第9・10窟前の遼代木
構窟権遺跡・遺物等〈ガ，ソレ〉である。これらの発見は，雲岡北魏窟の彷
木構石離窟槍・窟前地面の装飾及び遼代の十箇寺等の状況を理解する上で，
十分参考価値のあるものである。
　〔新発見の洞窟〕：その主要なものは3つある。すなわち〈其ノ1＞は，第
4窟と第5窟の中問にあった番号未登録の塔洞である。この石窟は平面が方
形で，窟門の上方には明窓が開馨されており，窟中央部には五重の塔が，ま
た塔正面の1階の小仏寵には釈迦多宝対坐像が，雛られている。石窟の形態
及び離像物から判断するに，第3期に属するものと思われる。＜其ノ2＞は，
第13窟と第14窟の中間の断崖上にあった塔洞である。〈コレモ＞平面が方形
で，正面には窟門及び明窓が作られており，中央部には方柱がある。石窟内
の離像物がまだ離られていない所をみると，明らかに未完成の〈ママ放置サ
レタ＞塔洞と分かる。〈其ノ3＞は，第3窟前室上部の彌勒窟室の発見であ
る。〈コノ発見ハ＞，第3窟は曇曜の大型禅窟室であろうという我我の判断に
対して，一層有力な証佐を与えるものであった。
　〔第3窟前室上部と岡上遺跡の発見〕：解放後，第3窟上方の平地上に於て，
かつて何度も北魏の“伝酢無窮”（訳注：酢，福）と刻した瓦当（訳注：瓦当
とは鐙瓦の円端をいう。通常そこには模様や文字が刻されている。瓦当に刻
した文字を瓦当文という。多くは吉祥のものである。）や布紋瓦等の建築遺
物が，発見された。《金碑》にはこう記されている：
　　“復た上方に，一位の石室数間あり。按ずるに《高僧伝》に云ふ：「孝文
　　の時，天竺の僧・陶番，之の地を経たり。」と。”
　《続高僧伝》中にも，記載する所がある。すなわち曇曜はかつて“北台石
窟（武州川石窟に同じ）に於て，諸徳僧を集め，天竺沙門に対して，《付法蔵
伝》並びに《浄土経》を訳した。”というのである。以前ここで発見された
ことのある北魏朝の堂宇遺跡と結びつけて推測するに，この場所は，曇曜が
訳経した寺院である可能性が強い。第3窟の前室上方部分は，1975年に整理
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と発掘作業が行われたのであるが，その時，宝装蓮華円瓦当と溝紋煉瓦等の
建築遺物及び柱槽内木炭等の遺跡が出土した。また，左右双塔の塔基もきれ
いに整理された。これらの発見は，第3窟の開墾史を研究する上で，新たな
資料を提供するものである。
　近年，石窟の補修工事に呼応して，雲岡の石窟内部に在って比較的高い所
にあるという理由のため，過去登りにくかった窟寵に対して，やや詳細な調
査を進めた結果，意義ある資料を少し得た。〈スナワチ其レハ次ノトオリデア
ル＞。第11窟以西の崖面上にある窟籠の如きは，この度〈ノ調査デ＞今日迄保
存されてきた北魏と遼の彩絵遺跡が発見された。また，第11窟の外壁上方で
は，太和13年（A　D489年）銘の釈迦多宝寵が識別されたのであるが，その
仏寵中にあった仏像は，既に褒衣博帯式の服装をしていたのである。これは
目下く我我ノ＞知る限りでは，雲岡の石窟中この種の服装が出現するものの
中で最も古い一例である。
　旧中国の長たらしく続いた歴史過程の中にあって，かつて統治者階級は，
プロレタリアートが血と汗によって築きあげた一切の物質的及び精神的財産
を独占し且つその利益を享受してきた。そしてそれらを，地主及び資産階級
の独裁すなわち少数の人が多数の人人に対して行う独裁のために用いてきた
のである。それはまさしくマルクスが我我に教示したとおりである。〈マルク
ス〉いわく：
　　“〈歴史上＞かなり長い時期にわたって，人人はずっと今日迄，迷信に
　　よって歴史を説明してきた。しかし我我は今，歴史によって迷信を説明
　　しなければならない。”（《ユダヤ人問題を論ず》）
　我我の責任は，ひっくりかえされた歴史を再びひっくりかえさなければな
らない所にある。石窟芸術を研究する際，我我はそれを特定の階級（訳注：
無産者階級）と特定の歴史〈観〉（訳注：弁証法的唯物史観）に立脚して，マ
ルクス主義による分析と比判を加えなければならない。
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《訳者補記》
①：本稿第4頁下第4行〈…・の則と為す〉以下に，符合を2個・文字を16字追加す
　　る。
　　　・百衆は以って畏れ，万民は以って服す
②：訳者個人の政治に対する姿勢は不偏不党である。本稿に述べられた政治的発言は
　　山西省文物工作委員会がその責任を負うべきであって，訳者個人の見解とは異質
　　のものである。
③：原文は1977年12月第1版。
　　訳文は1978年11，月草稿完成，1990年8月12日浄書。
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